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 論文内容の要旨
 本論文は、日本統治下台湾における「国語」科の成立過程を解明し、さらに国語教科書編纂に
 大きな影響を与えた台湾総督府編修官加藤春城を中心として国語教科書の編纂経緯と各期教科書
 内容の特質の解明を目的とする.
 第1章.台湾において「国語」科が最初に設置されたのは伊沢修二の構想によるものであり、
 1898(明治31)年公学校制度発足時に「国語」科が登場する.しかしそれは植民地統治を前提と
 する日本語の習得による同化教育であったこと、1goo(明治33)年以降の内地小学校と同じく読
 書・習字・作文を統合した「国語科」が設置されたのは、内地より4年も遅い!904(明治37)年
 であったことを明らかにし、先行研究の国語科把握の誤りを明確に正している.
 第2章.台湾総督府教科書編修課の中心的人物加藤春城について、筆者は加藤の縁者を捜し当
 て、子息と接触することで数々の新史科を発見した.加藤春城の「自伝署叙」に基づいてその経
 歴と教育経験を明らかにし、加藤の独自な国語教科書編纂理念が形成される背景を明らかにした。
 加藤春城は1886(明治19)年広島県に生まれ、15歳のときに教職の道を志し、以来、数回の教員
 資格試験を受けて尋常小学校正教員免許状を取得、1906(明治39)年台湾へ渡る。台湾総督府国
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 語学校師範部を主席で卒業し、教師として十数年問、台湾民間の「教育実態」に直接に関わり、
 やがて1927(昭和2)年に教科書専任編修官に登用され、四十年間「新領土」の教育と教科書編
 纂に関わり続けた経歴が初めて筆者によって明らかにされた。
 第3章.加藤の独自な教科書編纂理念と編纂手法について、実生活に合わせる教材の選択基準、
 初学年教科書編纂への重視、児童が親近感を持ちやすい挿絵や生活事物教材の採択、発音教育の
 強調などその特徴を明らかにし、それらが台湾人と接する自らの教育経験や他の教育者の意見を
 含めて検討を行うなかで独自に形成されたものであることを解き明かしている。
 第4章.台湾の第一期から第三期の公学校用国語教科書について論じ、先行研究で深く論及さ
 れていなかった隈本繁吉と第二期『公学校用国民読本』との関係をも明らかにした.また、第三
 期『公学校用国民読本』の編纂過程や教材について調査を行い、当時編修書記であった加藤春城
 が担当した印刷事務の内容と執筆した新教材も初めて明らかにした.
 第5章と第6章においては、昭和初期の第4期、第5期の国語教科書の教材構成について分析
 を行い、教育施策方針の転換と編修官加藤の編纂理念が実際の教科書に与えた影響とその特徴を
 明らかにした.第四期と第五期の国語教科書編纂は、戦争の勃発と総督府の政策転換によって強
 い影響を受ける一方、加藤春城が最もこだわった初学年段階の教科書編纂方針や、発音教育の重
 視、台湾の風土に合わせる教材の選択基準などの編纂理念は守られていたこと、それゆえ、加藤
 の主導のもとに発行された第四期と第五期の国語教科書は画期的な存在となったことが本研究の
 分析を通して初めて明らかとなった.
 第7章.台湾教育会の設立と組織の発展、教育事業の展開について調査を進め、加藤春城と台
 湾教育会の出版事業との関連の解明により、総督府編修課の主導で運営された台湾教育会出版部
 による会誌『台湾教育』が、どのように総督府の教育政策宣伝と教育情報の伝達に使われていた
 か、その実態も初めて明らかとなった.さらに新国語普及事業として、昭和期に設立された国語
 講習所用の『新国語教本』や雑誌、図書の編纂・発行を台湾教育会出版部が担当し、加藤が極め
 て大きな役割を果していたことを明らかにした.
 第8章.国語講習所用『新国語教本』の編纂について調査を深め、編修官加藤春城と『新国語
 教本』との関連の詳細を明らかにし、社会教育用の国語教科書の内容に初めて分析をおこなった。
 加藤は『新国語教本』の前身である『国語教本』から編纂に関わり始めるが、昭和14年版『新国
 語教本』(第四期教本)は彼の主導により、その教材内容と教科書構成に大きな変革が遂げられた
 ことが明らかとなった.具体的な教材の分析から、速成習得が最大の目標である社会教育用の教
 科書編纂において、学校用教科書と異なる編纂方法と教材選択基準が定められた事実も初めて明
 らかにした。
 以上のように、加藤春城が昭和十年代から主導した公学校と国語講習所の国語教科書の分析を
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 通して、彼が、台湾における国語教科書の編纂手法、教材の選択基準、教科書内容の構成、そし
 て教科書の印刷に新しい要素を取り入れ、台湾の国語教科書を次の段階へと進化させた事実が明
 らかとなった.この植民地教科書史研究の結論として、加藤春城を学校教育と社会教育用の教科
 書編纂にわたり、昭和期に最も影響力を持った教科書編纂者として、台湾の植民地教科書史上に
 位置づけている。
 論文審査の結果の要旨
 日本統治下台湾の国語教科書史研究は多数存在しているが、それらの研究は教科書・教材その
 ものの個別的分析、或いは植民地政策を研究する上で教科書を検証材料として用いたものであり、
 国語教科書編修に直接に関わる総督府編修課の編修実態の解明を目指す本格的研究は殆んどなさ
 れていない状況にある.筆者は極めて精力的に史料調査を重ね、編修課の中心人物加藤春城関係
 資料を始め多数の新史料を発掘し新たな研究領域を切り開いた.以下に列挙するごとく顕著な成
 果を上げている。
 第1.本研究は台湾における「国語」教科の成立そのものについて問いを投げかけ、伊沢修二に
 よる「国語」科設立の構想と提案内容並びに彼が台湾で行った国語教育について考察を進め、植
 民地台湾における「国語」科の最初の成立過程を明らかにした。それは通説の誤りを明確に訂正
 するものであり、「国語科」という教科のありようを歴史的に考察する上でも貴重な指摘である。
 第2.教科書編修官の編修事情を中心に新たな史料を発掘し、各期の教科書編纂経緯と教科書内
 容の構成や特質の解明に格段の進展をもたらした。とりわけ加藤春城が生み出した独自の国語教
 科書編纂理念と編纂手法の解明を試み、総督府定第4期と第5期の国語教科書には、彼の編纂理
 念が最もよく体現されていることを明らかにした。さらに全巻の教材を細かく分類、分析するこ
 とにより、第4期教科書においても、1939年「国語対策協議会」後の読本巻七から軍事・戦争や
 新領地教材が激増していることに初めて光を当てている.
 第3.台湾の教科書研究は、従来殆ど学校教育用教科書が研究対象とされたが、本研究は社会教
 育用の国語教科書研究の道を新たに切り拓いている.加藤は総督府編修課と密接な関係を持つ台
 湾教育会出版部を通して、昭和期の国語講習所用『新国語教本』編纂にも深く携わっていたこと
 を明らかにし、1939年版『新国語教本』は加藤の主導により、教材内容と教科書構成に大きな変
 革が遂げられたことを初めて明らかにした。
 以上のオリジナルな研究によって、本論文は、台湾の植民地教科書史上、加藤春城を学校教育
 と社会教育用の国語教科書編纂に最も影響力を持った編纂者として位置づけたことが重要な成果
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 であり、学術的に高く評価出来る。
 なお、本研究に対する今後の研究課題として、加藤春城の独自の国語教科書編纂理念と編纂手
 法をふまえつつ、本土における教育思潮の動向、大正自由教育の影響の有無、国語教育理論、国
 定教科書との対比、さらに朝鮮総督府編纂国語教科書、満州補充読本等との比較によって、台湾
 における国語教科書の特色の解明が今後の課題となる.また、なぜ加藤春城が登用され、活動の
 舞台が与えられたか、当時の台湾が直面していた時代的課題、台湾総督府の統治政策・日本国民
 化の問題状況等の客観的背景へも更なる踏み込みが必要となる。残された課題はまさに総合的共
 同研究として今後先端的研究者との共同研究が組織されていくことを期待したい。本研究は、日
 本統治下台湾における国語教科書史研究に多数の重要な新史料を発掘し、極めて注目すべき新た
 な研究領域を開拓しており、台湾教科書史研究に大きな前進をもたらすものとなっている。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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